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要　旨　
【目的】 第 1 段階として看護学生用学習動機づけ尺度を作成し，第 2 段階として，作成した尺度を

用いて基礎看護技術演習における学生の学習動機づけの推移を明らかにする．
【方法】 岡田が作成した大学生用学習動機づけ尺度を基に看護学生用学習動機づけ尺度を作成し，

関東地方の看護系大学生 1,089 名を対象に検証を行った．その尺度を用いて，平成 28 年 4 月～平成
29 年 2 月に，A 大学看護学部 1 年次生 102 名に対して，計 3 回アンケート調査を行った．分析は，
SPSS Ver. 24 for Win. を使用し，記述統計，尺度の因子分析（最尤法・プロマックス回転），因子ご
との Friedman の検定（Bonferroni 調整）を行った．本研究は獨協医科大学看護研究倫理委員会にて
承認を得た（看護 27022）．
【結果】 看護学生用学習動機づけ尺度は，第Ⅰ因子〈取り入れ・外的〉13 項目，第Ⅱ因子〈同一化的〉

10 項目，第Ⅲ因子〈内発的〉9 項目，第Ⅳ因子〈資格取得的〉8 項目であり，Cronbach’s a 信頼係数は，
全体は .92，第Ⅰ因子は .87，第Ⅱ因子は .88，第Ⅲ因子は .89，第Ⅳ因子は .84 であった．基礎看護技
術演習における学生の動機づけで，もっとも得点が高かったのは〈資格取得的〉で，もっとも得点が
低かったのは〈取り入れ・外的〉であった．基礎看護技術演習における学習動機づけを縦断的にみる
と，第 3 因子〈内発的〉では，学内演習初日の得点は 1 セメスター後および 2 セメスター後より有意
に高く（p＜.05，p＜.01），第 4 因子〈資格取得的〉では，2 セメスター後の得点は 1 セメスター後よ
り有意に高かった（p＜.05）．
【結論】 看護学生用学習動機づけ尺度は 40 項目 4 因子から構成され，看護学生の学習動機づけは，

自律的な動機づけは高く，統制的な動機づけは低い傾向にあった．看護大学 1 年次生の学習動機づけ
において，〈取り入れ・外的〉と〈同一化的〉は時期により有意差はなく，〈内発的〉は学内演習初日
が有意に高く，〈資格取得的〉は 2 セメスター後に有意に高かった．
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Ⅰ．緒言
保健医療福祉サービスの内容，方法，場の多

様化に伴い，臨床現場では看護業務の多様化や
複雑化が進み，看護職には専門職としての役割
の拡大が期待されている．しかし厚生労働省 1）

の報告によると，患者の人権への配慮や，医療
安全確保のための取り組みが強化される中で，
看護学生が行う看護技術実習の範囲や機会は限
定されてきており，臨床現場が期待している看
護実践能力との間の乖離は大きくなっている．
さらに，看護教育の内容と方法に関する検討会
報告書 2）によると，生活体験の乏しい学生へ
丁寧な教育を行う必要がある一方で，主体性や
自立性を育ちにくくしていることや，カリキュ
ラムの過密さから学生が主体的に学ぶ余裕がな
いことも，看護師教育の現状と課題としてあげ
られている．したがって看護基礎教育では，看
護実践能力のみならず，学生の自律性を向上さ
せるための教育も重要であるといえる．

秋元ら 3）によると動機づけは，「行動を一定
の方向に向けて発動させ推進し持続させる過程
と，それに関わる機能全般である」ため，看護
学生が看護を学習する動機づけは，看護職にな
るための学習方法や態度，価値観などを方向づ
け継続することに影響を及ぼすと考える．中で
も Ryan, R. M. Deci 4）が提唱した，自律性とい
う観点から動機づけを考える自己決定理論で
は，動機づけには「内発的動機づけ」から「外
発的動機づけ」まで段階があり，内発的動機づ
けのほうが，外発的動機づけよりも自己決定的

（自律的）であると捉える．先行研究では，内
発的動機づけが高い人は，自律的に学習をする
ことができ 5），課題達成が高い 6）ことが明らか
にされている．さらに速水 7）は， 内発的動機づ
けは，社会や環境からの様々な働きかけを受け
て，個人の中に自発性や自律性を形成していく
中で生じてくると述べていることから，学習を
重ねていく過程においても，動機づけは変化し
ていく可能性がある．

A 大学看護学部における基礎看護技術演習
は，①事前学習と自己課題の明確化，②講義に
よる知識の学習，③学生が主体的に計画して行

う技術演習，④グループワークでの振り返り学
習で構成されており，学生が自律的に学習でき
るよう授業の構成を工夫している．例えば，②
の聴講型の講義時間を短くして③の時間を長く
とれるように，①では，演習に必要な知識を学
生が主体的に学習し，自己の課題を明確にして
から演習に臨めるよう，教員が事前課題を提示
している．③では，学生自身が演習グループ毎
に，目的に沿って主体的に演習計画を立てて技
術演習を行っている．技術演習にあたり学生は，
iPad を用いて自身の看護技術を撮影し，④の
グループワークで学生間で視聴しながら振り返
りを行う．筆者ら 8）は先行研究において，看護
を学ぶことに対する内発的動機づけが高い学生
は，学内演習を受講することで，学びたい気持
ちが高まることを明らかにした．したがって，
自律的に学習を進めていく A 大学看護学部に
おける学内演習は，看護学生の内発的動機づけ
を高めるのではないかと推察する．しかしこの
結果は横断的に調査したものであり，基礎看護
技術演習における学生の学習動機づけの変化に
ついて経時的には明らかにされていない．また
学習動機づけに関しては，岡田 6）が大学生用
に学習動機づけ尺度を作成している．この尺度
は，速水ら 10）による中学生・高校生用の学習
動機づけ尺度と Rian & Deci 4）に述べられてい
る概念的定義を基に，大学生への適応を考慮し
て作成され，「大学生を対象とするには相応し
くない表現を含むことを避け，また，特定の教
科に対する動機づけではなく，“ 学ぶ ” という
プロセスそのものに共通する動機づけを測定し
得る」 6）ように，一般的な大学生を対象として
作成されている．しかし看護学教育の場合は「そ
の修了が看護師免許取得に関係し，専門分野と
ともに一般教養の教育も含む」 11）という特徴が
ある．これらから，看護学生の学習動機づけを
測定するためには，看護学を学習するという特
徴を捉えた尺度が必要であると考えた．

以上のことから，看護学生の看護に対する学
習動機づけを測定する尺度を作成することには
意義があると考える．先行研究では，動機づけ
は変化していく 9, 10）ことが報告されているた
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め，動機づけの推移が明らかになれば，動機づ
けを高める関りが特に必要となる時期が明らか
になる．その時期に意図的に関わることで，看
護学生が看護に対して価値や意味を見出し，看
護学を学ぶことに意欲を持ち，自律的に学習し
ていけることが期待できる．

そこで本研究では，
1．大学生用学習動機づけ尺度 6）を基に，看

護学を学習するという特徴を捉えた看護学
生用学習動機づけ尺度を作成する（第 1 段
階）

2．基礎看護技術演習における学生の学習動
機づけの推移を明らかにする（第 2 段階）

ことを目的とする．

Ⅱ．用語の定義
学 習動機づけ：動機づけは，「行動を一定の

方向に向けて発動させ推進する過程とそれ
に関わる機能の全般」 3）をいうことから本
研究では，学習動機づけを，看護学を学習
する方法や態度，価値観などを方向付け継
続する過程とそれに関わる機能の全般とす
る

Ⅲ．研究方法
〈第 1 段階：看護学生用学習動機づけ尺度の作
成〉
1 ．研究デザイン

調査研究
無記名自記式質問紙を用いて調査を行った．

2 ．対象施設および対象者
対象施設は関東地方の看護系大学 3 校であ

り，対象者は看護系大学生 1～4 年生 1,089 名
であった．
3 ．調査期間

平成 25 年 7 月～10 月．
4 ．調査方法

郵送法
5 ．調査内容
1 ）対象者の属性：年齢，性別，学年
2 ）看護学生用学習動機づけ尺度

最初に岡田 6）により作成された大学生用学

習動機づけ尺度を基に，看護学生が看護を学ぶ
動機づけについて述べられている先行研究 12-17）

を参考に質問紙を作成した．尺度の作成にあた
っては，尺度作成者に文書にて許可を得た．岡
田 6）の尺度は「内発」12 項目，「取り入れ」15
項目，「外的」3 項目，「同一化」4 項目の計 34
項目から構成されていたが，本研究では看護学
生への適用を考慮し，先行研究と自己決定理論
の概念的定義にもとづき項目を追加し尺度を作
成した．次に共同研究者間で各項目の内容妥当
性の検討を行い，その後，看護学生にプレテス
トを実施した．プレテストでは，内容の妥当性
や理解しにくい表現の有無，重複されていると
思われる質問項目などの意見を述べてもらい，
それらを考慮して尺度を修正し，看護学生用学
習動機づけ尺度（43 項目，5 件法）とした．回
答方法は，「あてはまる」5 点，「ややあてはま
る」4 点，「どちらともいえない」3 点，「ややあ
てはまらない」2 点，「あてはまらない」1 点の
5 件法であり，因子ごとの平均点を算出する．
因子得点は，最高得点 5 点，最低得点 1 点であ
る．

〈第 2 段階〉
1 ．研究デザイン

調査研究
無記名自記式質問紙を用いて調査を行った．

2 ．対象施設および対象者
対象施設は A 大学看護学部看護学科であり，

対象者は平成 28 年度に基礎看護技術演習を受
講した 1 年次生 102 名であった．
3 ．調査期間

平成 28 年 4 月～平成 29 年 2 月．
4 ．調査方法

回収法
A 大学看護学部の基礎看護技術演習は，1 セ

メスターに演習Ⅰ（日常生活支援技術）として
2 単位 60 時間（30 コマ），2 セメスターに演習
Ⅱ（診療補助技術）として 2 単位 60 時間（30
コマ）を実施する．なお各演習は，2 コマ/週，
15 週にわたって実施する．このため調査は，
演習Ⅰの初日および最終日，演習Ⅱの最終日の
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合計 3 回実施した．
5 ．調査内容
1 ）対象者の背景

性別，入学動機（複数回答可），生活環境，
健康状態．
2 ）第 1 段階で作成した看護学生用学習動機づ

け尺度
3 ）基礎看護学領域の学内演習での気づきや感

想（自由記載）
6 ．分析方法

統計解析ソフト SPSS Ver. 24 for Win. を使
用し，対象者の背景は記述統計，作成した尺度
の因子分析は最尤法（プロマックス回転），学
習動機づけは因子ごとに Friedman の検定を行
い，Bonferroni 調整を行った．自由記載につい
ては，内容から，基礎看護技術演習での学生の
気づきや感想について述べられている部分を，
原文のまま抜粋した．
7 ．倫理的配慮

研究の開始にあたっては，獨協医科大学看護
研究倫理委員会（看護 27022）および対象施設
の倫理審査を受け承認を得てから，対象施設の
学部長の承諾を得て行った．対象となる学生に
は，調査票の表紙に，研究の趣旨及び研究への
参加・協力は任意であり，参加しても途中で中
断することは可能であること，調査は無記名で
行うこと，成績や評価には一切関係がないこと，
結果は ID 化し統計学的に処理されるため個人
の特定はされないこと，プライバシーを遵守す
ること，研究の目的以外には使用しないこと，
学会や雑誌等への発表を予定していることを明
記した．調査票配布は，対象となる大学の教員
に依頼した．第 2 段階での学生の調査票は，調
査ごとに配布・回収を行い，全ての回答が終了
するまで，研究に関与していない第 3 者に保管
を委託した．統計処理を行うコンピューターは，
他のコンピューターと切り離されたものを使っ
た．収集したデータは外部記憶媒体に記録し，
その記憶媒体は鍵をかけて保存した．

Ⅴ．研究結果
1 ．看護学生用学習動機づけ尺度の作成

調査票の回収数は 542 名（回収率 49.8％）で
あり，そのうち回答に記入漏れのない 511 名（有
効回答率 94.3％）を分析対象とした．

性別は男性 56 名 （11.0％），女性 455 名 （89.0
％） であり，平均年齢は 20.4±1.8 （SD） 歳であ
った．1 年生は 102 名 （20.0％），2 年生は 140
名 （27.4％），3 年生は 113 名 （22.1％），4 年生
は 156 名 （30.5％）であった．

看護学生用学習動機づけ尺度の探索的因子分
析と尺度構成を表 1 に示した．プレテストを行
って修正した 43 項目について，因子分析（最
尤法，プロマックス回転）を行った．まず，ス
クリープロットの結果から因子数を 4 に定め，
初期の固有値が 1.0 以上，因子負荷量が 0.4 以
上であった 40 項目を分析対象とした．因子分
析の結果，表 1 の通り，40 項目 4 因子からな
る質問項目を採択し，看護学生用学習動機づけ
尺度とした．Cronbach’s a 信頼係数は，全体
は .92，第Ⅰ因子は .87，第Ⅱ因子は .88，第Ⅲ
因子は .89，第Ⅳ因子は .84 であった．下位尺
度間の相関係数は，Spearman の相関係数が
.041～.683 の範囲にあり，正の相関を示した．

因子は，尺度を作成するときに参考にした岡
田 6）による大学生用学習動機づけ尺度と，櫻
井 18）による自己決定の段階性をもとに，看護
学における学習を考慮して命名した．第Ⅰ因子
は，「周りの人によい印象を与えたいから」や

「教員や指導者から勉強するようにと言われる
から」など，外部からの圧力によって行動した
り，活動がうまくいった時の達成感や有能感を
得たりと，活動そのものの価値を十分に感じて
いない項目で構成されていたことから〈取り入
れ・外的〉と命名した．第Ⅱ因子は，「人の気
持ちを理解する能力を養いたいから」や「将来，
社会貢献したいから」など，活動の価値が自分
自身の価値観と一致している項目で構成されて
いたことから〈同一化的〉と命名した．第Ⅲ因
子は，「看護について学ぶことがおもしろいか
ら」や「専門知識を学ぶことが楽しいから」な
ど，自分の興味や関心に基づいて行動し，看護
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表 1　看護学生用学習動機づけ尺度の探索的因子分析（最尤法－プロマックス回転）
n＝511（名）

因子名・質問項目 因　子　負　荷　量 共通性
尺度全体　a＝.92 第Ⅰ因子 第Ⅱ因子 第Ⅲ因子 第Ⅳ因子

取
り
入
れ
・
外
的

第
Ⅰ
因
子

第 1 因子　a＝.87
24． 周りの人によい印象を与えたいから .742 .392 .236 .074 .581
39． 教員や指導者からよい評価を得たいから .709 .416 .326 .133 .551
18． 社会的な評価を得たいから .666 .345 .200 .008 .474
33． まわりの人に能力を示したいから .641 .348 .190 －.014 .452
20． 教員や指導者に認めてほしいから .601 .388 .306 .176 .412
21． 教員や指導者から勉強するようにと言われるから .595 .078 .014 －.014 .369
10． 勉強をしないと罪悪感を感じるから .555 .280 .242 .229 .354
31． きまりのようなものだから .554 .015 －.124 －.025 .366
5． 勉強をしないと教員や指導者が文句を言うから .515 －.133 －.115 －.060 .367

13． まわりの人についていけなくなるのが嫌だから .503 .282 .254 .356 .369
45． 課題などを義務付けられたから .493 .044 .006 .078 .276
15． やらされているから .490 －.160 －.192 －.291 .384
1． 勉強をしておかないと恥ずかしいから .443 .250 .266 .264 .269

同
一
化
的

第
Ⅱ
因
子

第 2 因子　a＝.88
35． 人の気持ちを理解する能力を養いたいから .243 .729 .511 .363 .532
29． 将来，社会貢献したいから .254 .728 .479 .323 .531
46． 一生役立つ知識・技術を習得できるから .168 .727 .542 .491 .563
32． 社会のために役立つから .286 .727 .438 .309 .538
48． 人間的に成長したいから .104 .721 .471 .392 .542
25． 看護に関する知識を得ることで幸せになれるから .471 .629 .507 .148 .513
16． 看護師としての態度を身につけたいから .092 .621 .494 .410 .419
41． 身近な人を助けられるから .084 .616 .406 .369 .401
28． 看護を学ぶことで自分の価値が感じられるから .507 .574 .388 .109 .466
37． 患者さんから感謝されたいから .438 .515 .340 .246 .352

内
発
的

第
Ⅲ
因
子

第 3 因子　a＝.89
3． 看護について学ぶことがおもしろいから .105 .448 .822 .303 .699
7． 専門知識を学ぶことが楽しいから .075 .447 .794 .338 .650

19． 看護の知識や技術が身につくのが楽しいから .083 .549 .745 .390 .568
17． 演習や実習で，看護の実践に役立つ技術を身につける

ことが楽しいから
.030 .521 .717 .378 .534

11． やりがいを感じるから .102 .635 .696 .346 .541
42． 看護について知りたいから .044 .635 .672 .424 .544
38． 看護に関する教材や本などがおもしろいから .278 .486 .582 .083 .416
2． 看護の学習をすること自体が大切なことだから .102 .469 .577 .510 .419

44． 好奇心が満たされるから .329 .478 .563 .107 .400

資
格
取
得
的

第
Ⅳ
因
子

第 4 因子　a＝.84
26． 看護師になるために必要だから .001 .415 .317 .743 .566
9． 看護師になるために役に立つから .061 .513 .485 .721 .571
22． 国家試験合格のために必要だから .052 .269 .213 .689 .484
47． 看護学を学ぶことは看護師になることにつながるから .023 .608 .425 .671 .584
8． 後で困るのが嫌だから .281 .323 .304 .621 .453
4． 看護師になるためにはしなければならないから －.014 .217 .208 .608 .375
6． 勉強をしておかないと不安だから .228 .363 .384 .589 .402
43． 実習が不安だから .247 .392 .263 .479 .300

因子相関　　第Ⅰ因子 1
第Ⅱ因子 .31 1
第Ⅲ因子 .19 .68 1
第Ⅳ因子 .04 .46 .43 1

因子寄与率 26.71 11.10 5.34 3.32
累積寄与率 26.71 37.81 43.15 46.47
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を学ぶことそのものを目的として，外部から強
制されずに行動する動機づけを表した項目で構
成されていたことから〈内発的〉と命名した．
第Ⅳ因子は，「看護師になるために必要だから」
や「国家試験合格のために必要だから」など，
看護職につくことを目的とする動機づけを表し
た項目で構成されていたことから〈資格取得的〉
と命名した．

看護学生用学習動機づけ尺度は，第Ⅰ因子〈取
り入れ・外的〉13 項目，第Ⅱ因子〈同一化的〉
10 項目，第Ⅲ因子〈内発的〉9 項目，第Ⅳ因子

〈資格取得的〉8 項目であった．
2 ．基礎看護技術演習における学生の学習動機

づけの推移
調査票の回収は 66 名（回収率 64.7％）であり，

そのうち回答に記入漏れのない 64 名（有効回
答率 96.9％）を分析対象とした．
1 ）対象者の背景

対象者の背景を表 2 に示した．性別は男性 8
名（12.5％），女性 56 名 （87.5％） であった．入
学動機は，「看護職になりたい」が 9 割以上と
もっとも多く，「人のためになる仕事がしたい」

と「資格がほしい」が約 3 割であった．生活環
境は，自宅から通っている学生と，寮など一人
暮らしをしている学生が，ほぼ半数ずつであっ
た．健康状態は，「とても健康だと思う」が約 8
割であり，約 2 割の学生は健康に何らかの不安
があった．
2 ）基礎看護技術演習の看護学生用学習動機づ

け尺度の信頼係数
基礎看護技術演習の看護学生用学習動機づけ

尺度の信頼係数を表 3 に示した．尺度全体では，
学内演習初日，1 セメスター後，2 セメスター
後において，Cronbach’s a 信頼係数は .90～.92
であった．各因子では，Cronbach’s a 信頼係
数は .72～.89 であった．
3 ）基礎看護技術演習における看護学生の学習

動機づけの推移
基礎看護技術演習における看護学生の学習動

機づけの推移を表 4 に示した．看護学生用学習
動機づけ尺度のそれぞれの因子に対して，各時
期において平均値および最小値と最大値を算出
した後，因子毎に Friedman の検定（Bonferroni
調整）を行った（p＜.05）．

表 2　対象者の背景
n＝64（名）

項目 名 （％）

性別 男性 8 （12.5）
女性 56 （87.5）

入学動機 看護職になりたい 60 （93.8）
（複数回答） 人のためになる仕事がしたい 21 （32.8）

人から勧められた 11 （17.2）
資格が欲しい 22 （34.4）
就職に困らない 18 （28.1）
家から大学が近い 13 （20.3）

生活環境 自宅 34 （53.1）
寮 14 （21.9）
一人暮らし 16 （25.0）

健康状態 とても健康だと思う 50 （78.1）
身体的に不安がある 2 （ 3.1）
精神的に不安がある 1 （ 1.6）
社会的（生活や友人関係等）に不安がある 10 （15.6）
その他 1 （ 1.6）
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因子得点は，学内演習初日，1 セメスター後，
2 セメスター後の全ての時期において第 1 因子

〈取り入れ・外的〉が 2.88±0.71～3.08±0.70（点
±SD）ともっとも得点が低く，第 4 因子〈資
格取得的〉が 4.49±0.67～4.64±0.36 ともっと
も得点が高かった．因子得点の推移は，第 1 因
子〈取り入れ・外的〉と第 4 因子〈資格取得的〉
では，学内演習初日，1 セメスター後，2 セメ
スター後と得点が次第に高くなったのに対し，
第 2 因子〈同一化的〉と第 3 因子〈内発的〉で
は，学内演習初日がもっとも得点が高く，以後
は下降傾向にあった．第 1 因子〈取り入れ・外
的〉と第 2 因子〈同一化的〉では，学内演習初
日，1 セメスター後，2 セメスター後で得点に
有意差はなかったが，第 3 因子〈内発的〉では，
学内演習初日の得点は 1 セメスター後および 2
セメスター後より有意に高く（p＜.05，p＜
.01），第 4 因子〈資格取得的〉では，2 セメス

ター後の得点は 1 セメスター後より有意に高か
った（p＜.05）．
3 ．基礎看護技術演習での気づきや感想

基礎看護技術演習での気づきや感想（自由記
載）を表 5 に示した．学生は，相互に評価し合
うことで自らの技術の振り返りにもなり，看護
職に就くことへの自信につながっていた．また，
基礎看護技術演習の際の授業構成に従い繰り返
し技術を演習し，さらに個人的に技術演習を行
うことで，自身の看護技術の向上を実感してい
た．

Ⅵ．考察
1 ．作成した看護学生用学習動機づけ尺度

平成 25 年度の調査結果 8）では，尺度全体と
下位尺度ごとの a 係数は，全体＝.92，下位尺
度＝.84～.89 であった．平成 28 年度の調査結
果では， 全体＝.90～.92， 第 1 因子＝.83～.87， 

表 3　基礎看護技術演習の看護学生用学習動機づけ尺度の信頼係数
n＝64（名）

学内演習初日 1 セメスター後 2 セメスター後

全体 .92 .90 .91
第 1 因子＜取り入れ・外的＞ .84 .83 .87
第 2 因子＜同一化的＞ .87 .88 .87
第 3 因子＜内発的＞ .88 .87 .88
第 4 因子＜資格取得的＞ .89 .75 .72

Cronbach’s　a 信頼係数

表 4　基礎看護技術演習における看護学生の学習動機づけの推移
n＝64（名）

学内演習初日 1 セメスター後 2 セメスター後
平均±SD （最小値－最大値） 平均±SD （最小値－最大値） 平均±SD （最小値－最大値）

第 1 因子＜取り入れ・外的＞ 2.88±0.71 （1.38－4.38） 3.04±0.60 （1.23－4.00） 3.08 ±0.70 （1.23－4.38）

第 2 因子＜同一化的＞ 4.02±0.71 （1.80－5.00） 3.92±0.65 （1.10－4.80） 3.91 ±0.63 （2.00－5.00）

＊＊
＊

第 3 因子＜内発的＞ 4.06±0.73 （1.44－5.00） 3.93±0.63 （1.56－5.00） 3.88 ±0.63 （1.33－5.00）

＊

第 4 因子＜資格取得的＞ 4.49±0.67 （1.25－5.00） 4.50±0.43 （3.13－5.00） 4.64 ±0.36 （3.63－5.00）

Friedman の検定（Bonferroni 調整） ＊ p＜.05　＊＊p＜.01
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第 2 因子＝.87～.88， 第 3 因子＝.87～.88， 第 4
因子＝.72～.89 であり，信頼性は確保されたと
いえる．

第Ⅰ因子〈取り入れ・外的〉は，他者である
教員，指導者など外部からの統制を受け入れる
ことによって学習行動をおこし，他者を意識し
つつ，よい評価を得たり罰を回避したりするた
めの動機づけを表している．これは，岡田 6）

の大学生用学習動機づけ尺度の「外的」と「取
り入れ」の概念をあわせたものと考えることが
できる．先行研究において，外的調整と取り入
れ的調整との合成変数を統制的動機づけ，同一
化的調整と内発的動機づけとの合成変数を自律
的動機づけとしている研究 9, 19）があり，岡田 19）

は「このアプローチは大学生において有効であ
る」と報告している．動機づけを自律的－統制
的の視点から二分した場合，「外的」と「取り
入れ」である統制的動機づけは，何らかの外的
な要因によって行動が喚起されることを表す．
したがって，第Ⅰ因子〈取り入れ・外的〉は，
自律的な動機づけに対して非自律的な動機づけ
と考えることが出来る．

第Ⅱ因子〈同一化的〉は，看護職になるため
の知識や態度を習得する動機づけを表す．質問
項目をみると，看護職を志すための学習行動を，
自らの価値や欲求のもとに取り組む動機づけの
他，社会や人のために学習行動に取り組む動機
づけが含まれている．

鹿毛 20）によると，本来他のための行動は，
統制的な意味合いをもつため，低い動機づけに

分類される．看護学生の場合，社会や人は看護
の対象であり，看護学を学ぶ中に必然的に含ま
れるため，統制的な意味合いをもたないと考え
る．さらに入学動機に対する回答で，人（社会）
のためになる仕事をしたい学生が約 3 割いるこ
とや，看護の対象者は人であることを考慮する
と，社会や人のための学習行動は，看護職にな
るという自分の価値観と一致していると推察す
る．外発的動機づけの中で最も自律性の高い動
機づけである統合的調整は，「ある活動に対す
る同一化が他の活動に対する価値や欲求と矛盾
なく統合され，自己内で葛藤を生じずに活動に
取り組む動機づけ」 19）であり，同一化的調整と
は，「行動の価値を自己と同一化し，個人的な
重要性から自律的に行動する動機づけ」 19）と定
義される．したがって，看護職に向けての学習
行動が，自分の価値や欲求と統合されつつ，個
人的な重要性も含むことを表している〈同一化
的〉は，統合的調整に近い同一化調整と同程度
の動機づけであり，自律性は高い動機づけであ
ると考える．

第Ⅲ因子〈内発的〉は，看護を学ぶこと自体
を目的として，外部から強制されずに行動する
動機づけを表す．質問項目をみると，看護を学
ぶことへの興味や関心を動機づけとしているた
め，概念的な定義との間に整合性があると考え
る．

第Ⅳ因子〈資格取得的〉は，資格の取得を目
的とする動機づけを表し，看護職になることを
自己の価値とし，そのための個人的な重要性か

表 5　基礎看護技術演習での気づきや感想（自由記載）

最初は難しいと思っても，事前学習や演習授業を通して自分の理解を深めながら習得できて良かった．

1 セメスターで習った技術は正しいとかまちがいとか決まりはないと思うが，先生によって教え方が違って，とき
どきどれが適切か分からなくなる．臨機応変に自分で考えてやるべきだと思った．

演習（1 回目）→動画振り返り→グループ学習→個人練習→演習（2 回目）と，このサイクルを繰り返すことで技術
がしっかり身についた．2 セメスターからも繰り返し学習して技術を身につけたい．

演習をして，他者を評価したり自分が評価されることで，自分の技術の振り返りにもなり，看護師になるための自
信にもつながった．

練習すればするほど技術が向上していると実感できうれしかった．患者さんへの声掛けなど，大学に入ったばかり
のころに比べ，スムーズにできるようになっていて，慣れてきたと思った．できることが増えてきて，演習が楽し
くなってきた．また，グループのチームワークがとてもいいと思う．
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ら行動する動機づけを表している．〈同一化〉
も，看護職を志す学習行動を自らの価値や欲求
のもとに取り組む動機づけであったが，〈資格
取得的〉では，看護職を志す中でも特に看護師
の資格を取得することに主眼が置かれている質
問項目で構成されている．資格の取得を目的と
することは，外的な圧力（報酬）による行動と
捉えることも可能であるため，動機づけに外的
な要素が含まれる．したがって，〈資格取得的〉
は，同一化的調整と同程度の動機づけではある
が，〈同一化〉より統制的な意味あいをもつ動
機づけと考える．

因子間の相関をみると，〈内発的〉，〈同一化
的〉，〈資格取得的〉の間には .43～.68 と正の相
関を認めたのに対し，〈取り入れ・外的〉と他
の因子の間には .04～.31 とほとんど相関がみら
れない結果となった．また，最も自律性の高い
動機づけと考えられる〈内発的〉との相関にお
いては，〈同一化的〉.68 とやや強い正の相関，

〈資格取得的〉.43 と弱い正の相関がみられた．
動機づけにおいては，外的調整から内発的動機
づけ間には，概念的に隣り合う動機づけ間には
強い正の相関がみられ，離れるに従い相関が弱
くなるか無相関になるという相関のパターンが
仮定されている 21）．以上のことから，看護学生
の学習動機づけは，自律的なほうから〈内発的〉，

〈同一化的〉，〈資格取得的〉，〈取り入れ・外的〉
であることが示唆された．
2 ．基礎看護技術演習における看護学生の学習

動機づけの因子得点
看護学生用学習動機づけ尺度の 4 因子のう

ち，もっとも得点が高かったのは〈資格取得的〉
であり，佐藤 9）の自己決定理論に基づいて看
護学生の学習動機づけを検討した先行研究を支
持する結果となった．一方で，もっとも得点が
低かったのは〈取り入れ・外的〉であり，4 因
子中もっとも自律性が低く外部からの統制によ
って学習する動機づけであった．今回の対象者
は，入学動機で 9 割以上の学生が「看護職にな
りたい」と回答していることから，自らの意志
で自律的に看護職に就くことを選択している学
生が大部分を占めている．〈資格取得的〉は，

看護職に就くことに自己の価値をおき，そのた
めの個人的な重要性から行動する動機づけであ
ることから，自らの目的を達成させるための〈資
格取得的〉な動機づけが最も高い得点であった
と考える．また佐藤 9）は，自己決定すること
が学習動機づけを促進する要因になると述べて
おり，自らの意志で決定した事柄に関する動機
づけは高くなることが示されている．〈取り入
れ・外的〉動機づけは，外部からの統制により
学習する動機づけであるため，自らの意志で入
学してきた学生が大部分を占める今回の調査で
は，得点が低くなったと推察する．

自律性の高い動機づけである〈内発的〉と〈同
一化的〉は，全ての時期において因子得点が
4.0 前後と高い傾向にあった．一般的な大学生
を対象とした先行研究において，「大学生は，
自律的な動機づけと統制的な動機づけがある程
度弁別されているものの，明確に分化しておら
ず，複数の動機づけが同時に働いて学習に取り
組んでおり」 19），「大学生活の中で自分の適性を
探し，自分に合った生き方を模索していく」 22）

と報告されている．今回の対象者である看護学
生の場合，9 割以上の学生が入学動機に「看護
職になりたい」と回答していることから，入学
までに自分の適性や生き方を模索し，ある程度
明確な動機づけをもって学習に臨んでいること
がうかがえる．さらに，動機づけを男女別に比
較した速水 7）の研究では，男性より女性の方
が自律的な動機づけが高いとの報告がみられ
る．総務省統計局 23）による看護系大学におけ
る男性学生数の割合は 10.3％（2017 年度）で
あり，今回の研究対象者の男性 12.5％と同等の
比率である．女性が 9 割を占める看護学生にお
いては，性別の視点からも自律的な動機づけが
高いことが考えられる．

以上のことから，看護学生の自律的な動機づ
けは高い傾向に，統制的な学習動機づけは低い
傾向にあることが示唆された．
3 ．基礎看護技術演習における学習動機づけの

変化
A 大学看護学部における基礎看護技術演習

は，事前学習─聴講型講義─技術演習─グルー
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プワークによる振り返り─事後学習（課題レポ
ート）や技術チェックで構成され，技術演習は
2～3 人の小グループで行われている．毎回の
演習内容はグループで主体的に計画を立てて実
施し，学生が必要と判断したら，時間外にも自
由に技術演習ができるように教室を開放してい
る．自己決定理論では，自己決定性が高いほど
動機づけが高まる 24）といわれているため，学
生の自己決定により主体的に行われる技術演習
においては，学習動機づけは高まるのではない
かと推測していた．しかし，〈取り入れ・外的〉
と〈同一化的〉は時期により有意差はなく，〈内
発的〉は学内演習初日が 1 セメスター後および
2 セメスター後より有意に高く（p＜.05，p＜
.01），〈資格取得的〉は 1 セメスター後より 2 セ
メスター後が有意に高い（p＜.05）という結果
であった．自己決定理論に基づいて学生の動機
づけを検討した佐藤 9）の研究において，自律
的動機づけは，看護の理想と現実との違いによ
るギャップにより，1 年次より 2 年次に有意に
低下したとの報告がある．本研究では 1 年次に
おける縦断研究であったが，演習開始前よりも，
開始後に〈内発的〉な動機づけが有意に低下し
たことから，先行研究と同様の見解であったと
捉えることができる．しかし一方で，〈資格取
得的〉な動機づけは高くなったことから，学内
演習で具体的に看護技術を学習したことは，看
護職の資格を取得することに対して，学生が現
実のこととして捉えられるようになったからで
はないかと推察する．自己決定理論では，自己
決定性の他に動機づけを高める基本的な欲求と
して，自律性，有能性，関係性の欲求をあげて
おり，これらが満たされることで動機づけが高
まる 24）といわれている．基礎看護技術演習で
の気づきや感想（表 5）において，演習をする
ことで看護師になる自信につながったことや，
技術の向上を実感できたこと，グループのチー
ムワークについての記載がみられた．今後は，
自己決定性の他にも自律性，有能性，関係性の
欲求についても明らかにし，学習動機づけを高
める要因について明らかにしていく．

Ⅶ．結語
今回，看護学生用学習動機づけ尺度を作成し，

基礎看護技術演習での学生の学習動機づけの推
移を明らかにした結果，以下の通り知見を得た．
1．看護学生の学習動機づけは，自律的なほう

から〈内発的〉，〈同一化的〉，〈資格取得的〉，
〈取り入れ・外的〉であることが示唆された．

2．看護学生の自律的な動機づけは高い傾向に，
統制的な学習動機づけは低い傾向にあること
が示唆された．

3．看護大学 1 年次生において，〈取り入れ・外
的〉と〈同一化的〉な学習動機づけは時期に
より有意差はなく，〈内発的〉な学習動機づ
けは学内演習初日が有意に高く，〈資格取得
的〉な学習動機づけは 2 セメスター後に有意
に高かった．

本研究の限界と今後の課題
今回の研究では，作成した看護学生用学習動

機づけ尺度を用いて 1 年次生の動機づけを縦断
的に明らかにした．本尺度を用いての検証は初
めてであり，また対象者も限られていたことか
ら，一般化するには限界がある．今後はさらに
対象者を拡大して，看護学生の学習動機づけに
ついて検討していく．また，自己決定理論にお
ける自律性・有能性・関係性の欲求と学習動機
づけとの関係についても明らかにしていく．
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